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結果と考察

実験１では実験期間中にいずれの区でもへい死個体は

認められず, 実験２でもヒオウギガイを投与した実験区

で１個体がへい死したのみで, 幼生の生残状況は良好で

あった｡ 実験１では, カキを投与した幼生の日間成長量

はイガイ生殖腺を投与した幼生のそれとほぼ同じ程度で

あったが, ホッコクアカエビを投与した幼生の日間成長

量は小さかった (表２)｡ 摂餌量は, カキ, ホッコクア

カエビともイガイ生殖腺より少なく, 特にホッコクアカ

エビは幼生によってほとんど摂餌されなかった｡ 実験２

では, ヒオウギガイ, アオリイカを投与した幼生の日間

成長量はイガイ生殖腺を投与した幼生のそれとほぼ同じ

程度であった (表２)｡ ヒオウギガイ摂餌量はイガイ生

殖腺より少なかったが, アオリイカ摂餌量はイガイ生殖

腺より若干少ない程度であった｡

以上のことから, 今回試みた餌料ではカキ, ヒオウギ

ガイ, アオリイカがイガイ生殖腺を補完する餌料となり

えると考えられた｡

今年度用いた新餌料及びイガイ生殖腺の成分分析の結

果を表３に示した｡ 水分はカキで, タンパク質はアオリ

イカで若干多く含まれていた｡ 脂質, 炭水化物はイガイ

生殖腺で多く含まれていた｡ ���, ���もイガイ生殖

腺で多く含まれていたが, ���はアオリイカでもイガ

イ生殖腺とほぼ同程度に含まれていた｡ アオリイカを与

えた幼生の日間成長量が, イガイ生殖腺を与えた幼生の

それとほぼ同程度であったことの要因として, アオリイ

カの���の含有量が多かったことが考えられるが, ホッ

コクアカエビ, カキ, ヒオウギガイの間で体成分に大き

な違いが見られなかったにもかかわれず, ホッコクアカ

エビを投与した幼生の日間成長量が他の２種の餌料で飼

育した幼生の日間成長量より小さかったことは, 今回調

査した項目以外の成分が幼生の成長に影響している可能

性も考えられた｡

４) イガイ生殖腺投与量実験

方 法

体長７��前後の幼生を用いて, イガイ生殖腺の投与

量の違いが幼生の生残, 成長に及ぼす影響を調査すると

ともに, 飼育水槽の汚れの程度に及ぼす影響を検討する

ため, 水槽底面の���量, 及び細菌数についても調査

した｡ 設定した実験区は,１��３程度の大きさの粒状に

切ったイガイ生殖腺の投与数を毎日�	粒(１区), 	
粒

(２区), �

粒(３区), �

粒(４区) とする４区である

(表４)｡ 実験に用いた幼生は平均体長����のもの�



個体であり, 各区	
個体の幼生を�
�水槽１水槽に収容

して流水式で飼育実験を行った｡ 飼育水槽の交換は１週
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表４ イガイ生殖腺投与量実験の実験設定と
実験終了時の生存率
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表２ 平成13年度に行った新餌料実験の結果

表３ 新餌料試験で用いた餌料の成分分析結果 (100ｇ中の重量ｇ)





各実験区における水槽底面の���量は, １区で若干

少ない傾向が認められたが, 前項での測定と同様に測定

回時毎のばらつきが大きかった (図５)｡ 水槽底面の細

菌数では, １区と２区の間で一定の傾向が見られなかっ

た (図６)｡ 脱皮殻の細菌数は, 薬浴前の調査では１区

と２区で差がなかったが, 薬浴後の調査では２区で細菌

数が多い脱皮殻が少数見られたので, 平均値も大きくなっ

た (図７)｡

以上のことから, 水槽底面の���量, 細菌数, 脱皮

殻の細菌数とも調査値にばらつきが大きいことが明らか

となった｡ したがって, これらの値を用いての水槽底面

の汚れ程度を評価することは困難であると考えられた｡

また, １週間に水槽交換を行う頻度が１回と２回の比較

では, ���量で若干差が見られたほかは顕著な差がな

く, また両区の生残率にも差がなかったので, 水槽交換

頻度は１週間に１回程度でもよいと判断できる｡
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図５ 水槽底面のATP量
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図６ 水槽底面の細菌数
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図７ イセエビ幼生の脱皮殻の細菌数


